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家庭のプラごみ調べ 2020 参加者に回答いただいた 

①プラごみ数（7 日換算した合計数） 

②分別排出の状況 

③調査前後の意識の変化、 

について、 

ア：全体 

イ：大阪市、堺市、その他の市町村 

ウ： 容器包装プラごみの分別区分が「ある」市町村と、「ない」市町村 

  を集約しました。 

 

  

家庭のプラごみ調べ 2020 

＜その他集約データ編＞ 



2 

 

（注記） 

①比較可能な 371 人の回答を集約。 

②容器包装のプラごみの分別区分がある市町村とない市町村 

 ・2020 年 10 月大阪消団連調べで、一部でも容器包装プラスチックのごみのルート回収を実施してい

る以下の 35 市町村を「容器包装のプラごみの分別区分がある市町村」とした。 

大阪市、堺市、東大阪市、豊中市、枚方市、八尾市、寝屋川市、岸和田市、守口市、門真市、 

大東市、松原市、富田林市、河内長野市、池田市、泉佐野市、貝塚市、摂津市、交野市、 

泉大津市、泉南市、大阪狭山市、高石市、四条畷市、阪南市、熊取市、豊能町、忠岡町、岬町、 

河南町、太子町、能勢町、田尻町、千早赤阪村 

（岬町、河南町、千早赤阪村からのプラごみ調べ参加者はなし。） 

・「容器包装のプラごみの分別区分のない市町村」は以下の 8 市町。 

吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、羽曳野市、柏原市、藤井寺市、島本町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府内市町村の家庭系プラごみ分別回収の状況 （2020年10月時点の各自治体webサイトより大阪消団連調べ）

市区町村名 ペットボトル 小型家電リサイクル

大阪市 週1回 拠点回収

堺市 月2回 拠点回収

東大阪市 月2回 拠点回収・宅配回収

豊中市 4週に1回 拠点回収

枚方市 週1回 拠点回収

吹田市 拠点回収のみ

高槻市 月2回

茨木市 月2回 拠点回収・宅配回収

八尾市 月1回

寝屋川市 週1回

岸和田市 週1回

和泉市
飲料用ペットボトル、洗剤・シャンプー等のプラス

チックボトル、発泡トレイ、卵パック
月2回 月2回 拠点回収

守口市 週1回 拠点回収

箕面市 月2回

門真市 月2回 拠点回収

大東市 週1回 宅配回収

松原市 2週に1回

羽曳野市 拠点回収のみ

富田林市 月2回

河内長野市 月1回

池田市
トレイ、発泡スチロール、容器・中敷、ボトル、

乳製品・インスタント麺等のカップ
月2回 月2回 拠点回収

泉佐野市 月2回

貝塚市 週1回

摂津市 食品トレイ 月2回 月2回 拠点回収

交野市 週1回 拠点回収

泉大津市 週1回 宅配回収

柏原市 拠点回収のみ 拠点回収

藤井寺市 拠点回収のみ

泉南市 概ね月2回

大阪狭山市 発泡スチロール、トレイ 月1回 月1回

高石市 月2～3回

四條畷市 週1回

阪南市 月2回前後 宅配回収

熊取町 月2回 拠点回収

島本町 月1回

豊能町 週1回

忠岡町 月2回

岬町 月2回

河南町 月2回 宅配回収

太子町 月1～2回

能勢町 月1回

田尻町 月2回 宅配回収

千早赤阪村 月1回

（ペットボトル）定期回収している自治体には拠点回収もしているところがある。

（小型家電リサイクル）空欄の自治体でも、不燃ごみ等として回収後に選別し、法に基づく処理をしている可能性がある。

週1回

週1回

なし

なし

なし

週1回

週1回

週1回

週1回

なし

週1回

週1回

なし

月2回

月2回

週1回

週1回

週1回

週1回

月2回

週1回

週1回

週1回

なし

週1回

週1回

週1回

週1回

月2回

月2回

週1回

なし

なし

週1回

月2～3回

週1回

週1回

週1回

週1回

容器包装プラスチック
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③「分別排出の状況」についての設問 

 

 

④「調査前後の意識の変化」についての設問 
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ア：全体 

⚫ 分別排出の全体的な状況 

・設問の 5 品目いずれについても 80％以上が「分別排出している」と回答。 

・5 品目のうち、もっとも分別排出されているのは「ペットボトル」95％。 

最も少ないのは「食品トレー（色あり）」82％。 

⚫ 分別排出先（複数回答可）について 

・ペットボトルについては、「自治体のごみ回収」が 74％。 

次が「小売店・生協の店頭・配送」で 27％。 

（ペットボトルの「自治体のごみ回収」74％は、5 品目の分別排出先の中で最も高い。） 

・ペットボトルのキャップについての最多は 48％の「自治体のごみ回収」で、5 割を切る。 

次が「小売店・生協の店頭・配送」で 27％。3 番目の「その他」が 17％ある。 

・食品トレーは、（白色）、（色あり）で若干の違いはあるが、約 6 割が「自治体のごみ回収」

で、約 4 割が「小売店・生協の店頭・配送」。 

・たまごパックの最多は「小売店・生協の店頭・配送」で 64％。 

「自治体のごみ回収」は 36％で、たまごパックだけが「自治体のごみ回収」が最多でない。 

 

イ：大阪市、堺市、その他の市町村 

⚫ 大阪市 

・「分別排出している」との回答が、5 品目とも、全体より多い。 

また、「調査後の意識」は、「意識するようになった」が 50％で全体より少なく、「特に変わ

らない」が 42％で全体より多い。 

調査前からプラごみについて意識していた人が多く、分別排出している人が多かったことが

推測される。 

・分別排出先については、5 品目とも、「自治体のごみ回収」が、全体よりもやや多く、「小売

店・生協の店頭・配送」がやや少ない。 

⚫ 堺市 

・ペットボトルを「分別排出している」が 100％。 

・ペットボトルのキャップについては、「自治体のごみ回収」が 25％で、「小売店・生協の店

頭・配送」33％、「その他」31％より少ない。 

・食品トレー（白色、色あり）、たまごパックでも、「小売店・生協の店頭・配送」の比率が多

い。 

・「調査後の意識」は、「意識するようになった」が 64％で全体より多い。 

・7 日換算プラごみ数が 172.3 個で、全体より 14％少ない。 

⚫ 大阪市・堺市以外（全体の 6 割） 

・5 品目とも「分別している」が全体よりやや少ない。 

・分別排出先のうち「自治体のごみ回収」が、5 品目とも、全体よりやや少ない。（大阪市と逆

の傾向） 

・大阪市、堺市は、ペットボトル・容器包装プラごみとも自治体がルート回収しているが、大

阪市・堺市以外には、していない自治体が含まれるためと推測できる。 
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ウ： 容器包装プラごみの分別区分が「ある」市町村と、「ない」市町村 

・「ない」市町村の分別排出を「していない」が、5 品目とも「ある」市町村の「していない」

より２～3 倍多い。食品トレーでは（白色）38％、（色あり）45％と特に高い。 

・「ない」市町村の分別排出先では、「小売店・生協の店頭・配送」が 5～8 割を占め、当然な

がら「自治体のごみ回収」は少ない。 

（ペットボトルで「自治体のごみ回収」が 4 割になっているのは、容器包装プラごみとは別

にペットボトルについてはルート回収を行う自治体があるためと推測される。） 

・「ない」市町村の「調査後の意識」は、「意識するようになった」が 64％で、「ある」市町村

より多い。 

・「ない」市町村の 7 日換算プラごみ数は 223.1 個で、「ある」市町村の 195.8 個より 14％多

い。 

 

 

以上 


